
 

平成 21 年度 

「第 1 回地震減災に関する県民意識調査」 

結果の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査の概要】 
■ 調査地域    大分県全域 

■ 調査対象者 20 歳以上の県民 5,000 人 

■ 調査時期 平成 21 年 12 月～平成 22 年 1 月 

■ 調査方法 郵送法 

■ 回答率（数） 62.4％（3,120 人） 

■ 調査委託・実施機関 （株）九州産業研究所 

 

大分県応援団鳥 

「めじろん」 

 

 

3,120 人の方の回答を 

とりまとめました。 

 

減災社会の実現に向けて 

みんなで取り組んでいきましょう。 
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無回答
1.7%

多少高いと
思う

（警報を見聞き
したら多分避難

すると思う）

40.0%

低いと思う
（警報を見聞き
しても避難しな

いと思う）

12.3%

あまり高く
ないと思う
（警報を見聞き
しても避難する
かどうか分から

ない）

20.3%

非常に高
いと思う

（警報を見聞き
したら必ず避

難しようと思う）

25.6%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 大分県では地震被害想定調査

結果を公表しています。

無回答
0.8%

多少関心
がある
54.5%

全く関心が
ない
2.8%あまり関心

がない
17.7%

非常に関
心がある

24.2%

※東南海・南海地震とは 

遠州灘西部から土佐湾までの南海ト

ラフのプレート境界面を震源域とし、

今世紀前半にも発生が懸念されている

地震です。 

 

津波避難意識の違いによって被害が大きく

違ってきます。 

Ｑ あなたは、南海トラフを震源域とする東南海・南海地震に関心がありますか？ 

Ｑ  

東南海・南海地震への関心については 24.2％

の方が「非常に関心がある」と回答しています。 

「多少関心がある」の 54.5％と合わせると 8

割近くの方が関心を持っています。 

 

１. 東南海・南海地震 

等についてです。 

海辺で地震を感じ
たら揺れが小さくて
もすぐに高台に避難
をしてください。

 

 

東南海・南海地震が発生した場合、大分県では津波に

よる被害が最も大きいと考えられています。

津波警報が発表されたときには、一刻も早く高台に避

難することが重要ですが、あなたの避難意識はどれにあ

たりますか？
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全く関心が
ない
3.8%

非常に関
心がある

27.3%

多少関心
がある
46.5%

あまり関心
がない
21.9%

無回答
0.5%

あまり不安
を感じない

11.0%

全く不安を
感じない

1.3%

無回答
0.4%

多少不安を
感じる
54.1%

非常に不
安を感じる

33.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知らない
65.1%

無回答
0.5%

知っている
34.4%

Ｑ あなたは、大地震が発生するかもしれないという不安を

感じることがありますか？ 

※別府－万年山（はねやま）断層帯とは 

別府湾から県西部にかけて活断層が

多く分布しており、これらの活断層群

は、「別府－万年山断層帯」と呼ばれて

います。 

この地域には、鶴見岳・伽藍岳・由

布岳・九重山などの火山も分布してい

ます。 

Ｑ 国の「地震調査研究推進本部」から、各地震の発生確率が毎年発表されています。 

ちなみに、南海地震の発生確率は、今後 30 年以内は 50％～60％、50 年以内は 80％～90％と

非常に高くなっています。ご存じですか？ 

今後の南海地震の発生確率については「知っている」

と回答したのは 34.4％の方でした。 
 

「多少関心がある」「非

常に関心がある」を合わ

せると約 7 割強の方が関

心を持っています。 

約 9 割近くの方が大

地震への不安を感じて

います。 

地震への関心、不安は
あるけど、地震について
の情報が不足している
んだね。 

Ｑ 大分県には、国の主要断層帯のひとつである「別府－万年山

（はねやま）断層帯（別府湾～県西部）」があります。 

この断層帯を震源とする直下型地震に関心がありますか？ 

※ 南海地震の今後30年以内の発生確率は、
60％程度にアップ。（Ｈ22.1.1時点）
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一部は固
定している

31.3%

無回答
0.5%

固定してい
ない
64.5%

大部分は
固定してい

る
3.7%

46.0%

34.1%

14.3%
6.7% 6.6%

23.5%

10.7% 9.9%
4.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

手
間
が
か
か
り

、
面
倒

だ
か
ら

す
ぐ
に
地
震
は
発
生
し

な
い
と
思
う
か
ら

固
定
の
方
法
を
知
ら
な

い
か
ら

家
具
類
が
転
倒
し
て
も

危
険
と
は
思
わ
な
い
か

ら 借
家
で
あ
り

、
大
家

（
所
有
者

）
の
許
可
が

必
要
だ
か
ら

費
用

（
お
金

）
が
か
か

る
か
ら

家
具
や
部
屋
を
傷
め
て

し
ま
う
か
ら

そ
の
他

無
回
答

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大部分は固定している」という方が

3.7％、「一部は固定している」が 31.3％、

合わせて 35％でした。 

 

固定していない理由は、「手間がかかり、

面倒だから」という方が 46.0％、「すぐに

地震が発生しないと思うから」という方が

34.1％でした。 

固定していない理由 
 

２. 住まいの地震対策 

についてです。 

Ｑ ご家庭では、地震に備えてタンス、本棚、食器棚などの家具類が転倒しないよう固定（造り付け 

の固定を含む。）を行っていますか？ 

家具類の固定
をお願いします。
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9.6%

28.8%
20.2%

10.4%

48.2%

33.6%

9.6%
3.6%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

補強工事
が必要であ

る
69.4%

無回答
2.8%補強工事

の必要性
なし

27.8%

今後、補強
工事を行う
予定がある

20.0%

補強工事を
行っておら
ず、行う予
定もない

40.0%

補強工事を
行った
40.0%

28.8%

10.0%
0.0%

10.0%

50.0%

9.6%

30.0%

100.0%

10.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　無回答
2.4%

今後受ける
予定である

7.7%

受けたこと
がなく、受
ける予定も

ない
67.2%

分からない
19.8%

受けたこと
がある
2.9%

67.2％の方が耐震診断を「受けたことがなく、

受ける予定もない」と回答しています。理由として

は「費用（お金）がかかるから」がトップでした。 

なお、耐震診断を受けたことがある方は 2.9％で

した。 

 

耐震診断を受けない理由 

耐震診断を受けたことがある方（36 人）で、

診断結果とその後の対応は？ 

補強工事を行わない理由 

 

Ｑ ご自宅（借家を含む）は、耐震診断を受けたことがありますか？ 

（構造が木造で、建築年が昭和 56 年 5 月以前であると回答された方 1,244 人） 

安
全
な
建
物
と
思
っ
て
い
る

か
ら

診
断
を
受
け
な
く
て
も
診
断

結
果
が
予
想
で
き
る
か
ら

補
強
し
て
も
被
害
は
避
け
ら

れ
な
い
と
思
う
か
ら

手
間
が
か
か
る
か
ら

家
屋
に
被
害
の
あ
る
地
震
が

発
生
す
る
と
思
わ
な
い
か
ら

費
用

（
お
金

）
が
か
か
る
か

ら ど
こ
に
工
事
を
頼
め
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

耐震診断、補強工事
については｢費用｣の面
が一番の課題となって
いるんだね。

 

 

安
全
な
建
物
と
思

っ
て
い
る

か
ら

診
断
を
受
け
な
く
て
も
診
断

結
果
が
予
想
で
き
る
か
ら

手
間
が
か
か
る
か
ら

家
屋
に
被
害
の
あ
る
地
震
が

発
生
す
る
と
思
わ
な
い
か
ら

費
用

（
お
金

）
が
か
か
る
か

ら ど
こ
に
診
断
を
頼
め
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

※ 大分県と市町村では、耐震診断や補強工事
費用への助成を行っています。



 

- 5 - 

３～４日分
程度
21.1%

１～２日分
程度
16.7%

無回答
0.9%

用意してい
ない
41.6%

７日分以上
11.3%

５～６日分
程度
8.3%

３～４日分
程度
9.4%

７日分以上
4.9%

５～６日分
程度
3.1%

用意してい
ない
60.8%

無回答
1.0% １～２日分

程度
20.8%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食料の備蓄について 1 日以上用意して

いる方は 57.4％。 

「用意していない」方は約 4 割でした。 

Ｑ ご家庭では、非常持ち出し用の食料を含めて、何日分の食料がありますか？ 

Ｑ ご家庭では、災害時用に何日分の飲料水を備蓄していますか？ 

飲料水の備蓄について 1 日以上用意して

いる方は 38.2％。 

「用意していない」方は約 6 割でした。 

 

 ３. 日ごろの備え 

についてです。 

最低でも3日間の
備蓄が必要だよ。
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準備してい
ない
82.6%

無回答
1.5%

準備してい
る

15.9%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ ご家庭では、救急医薬品や懐中電灯などを入れた非常持ち出し袋を準備していますか？ 

非常持ち出し袋について「準備して

いる」方は 15.9％でした。 

 

また、「定期的に点検している」方は

8.7％でした。 

 災害に備えて
非常持ち出し袋
を準備、点検し
ましょう。


